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	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ADAMTS（トロンボスポンジンモチーフを有するディスインテグリンおよびメタロプロテアーゼ）タンパク質ファミリーのメンバーをコードします。ADAMTSファミリーのメンバーは、プロペプチド領域、メタロプロテアーゼドメイン、ディスインテグリン様ドメイン、およびトロンボスポンジン1型（TS）モチーフなど、複数の異なるタンパク質モジュールを共有しています。このファミリーの各メンバーはC末端TSモチーフの数が異なり、中には独自のC末端ドメインを持つものもあります。コードされているプレプロタンパク質はタンパク質分解によって成熟タンパク質に変換され、乳がん細胞の増殖と生存を促進する可能性があります。この遺伝子の変異は、水晶体近視、水晶体偏位、緑内障、球状水晶体症、および低身長を特徴とするワイル・マルケザーニ様症候群と関連しています。 [RefSeq提供、2016年5月],ドメイン：システインスイッチモチーフに存在する保存されたシステインが触媒亜鉛イオンと結合し、酵素を阻害する。活性化ペプチドの放出に伴い、亜鉛イオンからシステインが解離することで酵素が活性化される。,PTM：前駆体はフーリンエンドペプチダーゼによって切断される。,類似性：ディスインテグリンドメインを1つ含む。,類似性：ペプチダーゼM12Bドメインを1つ含む。,類似性：PLACドメインを1つ含む。,類似性：TSPタイプ1ドメインを5つ含む。,組織特異性：胎児肺、成人脳、前立腺、肝臓で発現する。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

